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18
春
闘
に
お
け
る
要
請
は
、
1
月
30
日
の
九
州
知
事
会
と
九
州
市
長
会
を
皮
切

り
に
、
2
月
5
・
6
日
に
九
経
連
、
人
事
院
九
州
事
務
局
な
ど
の
経
営
者
団
体
と

国
の
出
先
機
関
に
、
15
日
に
は
、
福
岡
市
を
中
心
と
し
た
県
庁
、
福
岡
市
役
所
、

中
小
企
業
家
同
友
会
な
ど
の
地
元
自
治
体
や
企
業
団
体
な
ど
、
22
日
に
は
、
北
九

州
市
役
所
を
中
心
と
し
た
九
電
な
ど
地
元
企
業
に
対
し
て
旺
盛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

経
団
連
の
18
春
闘
の
「
経
労
委
報
告
」
は
「
内
部
留
保
を
過
剰
に
増
や
す
こ
と

は
投
資
家
の
視
点
か
ら
許
さ
れ
な
い
」
と
し
て
内
部
留
保
を
賃
上
げ
の
原
資
に
す

る
検
討
を
促
し
た
こ
と
は
、
私
た
ち
の
闘
い
と
世
論
の
広
が
り
に
よ
る
も
の
と
言

え
ま
す
。

　

県
春
闘
共
闘
の
道
下
事
務
局
長
（
県
労
連
事
務
局
長
）
に
、
今
年
の
18
春
闘
の

課
題
と
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。 

【
文
責
・
編
集
部
】

●
18
春
闘
の
課
題
を

　

教
え
て
く
だ
さ
い

●
具
体
的
な
取
り
組
み
は
ど
う
な
り
ま
す
か

福
岡
県
労
連　

事
務
局
次
長　

福
山　

慶
司
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労
働
者
の
反
応
が
あ
り
ま

す
。

　

安
倍
内
閣
は
早
け
れ
ば

こ
の
２
月
に
は
閣
議
決
定

を
行
い
、
通
常
国
会
で
の

成
立
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

最
悪
な
法
律
で
す
。
私
た

ち
の
大
き
な
運
動
で
世
論

を
動
か
し
、
労
働
法
制
改

悪
を
絶
対
阻
止
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

大
変
な
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
間
、
行
っ
て
き
た

博
多
駅
頭
で
の
宣
伝
行
動

で
は
、
掲
示
し
て
い
る

ボ
ー
ド
に
足
を
止
め
て
み

て
い
く
人
、
通
り
過
ぎ
た

後
に
わ
ざ
わ
ざ
戻
っ
て
受

け
取
る
人
、「
頑
張
っ
て

下
さ
い
」
と
声
を
か
け
る

人
な
ど
、
今
ま
で
以
上
に

　

安
倍「
働
き
方
改
革
」

は
、「
残
業
上
限
規
制
」

「
名
ば
か
り
均
等
待
遇

法
整
備
」「
リ
ス
ト
ラ
・

雇
用
流
動
化
・
労
働
法

弱
体
化
」
な
ど
８
つ
の

法
案
を
一
括
審
議
し
採

決
を
図
る
も
の
で
、
私

た
ち
労
働
者
が
こ
れ
ま

で
勝
ち
取
っ
て
き
た
権

利
を
な
し
崩
し
に
す
る

　

第
一
に
、
消
費
不
況
と

人
員
不
足
の
も
と
で
、
す

べ
て
の
働
く
者
の
賃
上
げ

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
職
場
で
要
求
書

の
提
出
を
全
組
合
員
の
力

を
集
中
し
て
職
場
か
ら
取

り
組
み
、
賃
金
引
上
げ
の

状
況
を
切
り
開
く
事
が
重

要
で
す
。
富
裕
層
と
貧
困

層
の
格
差
、
正
規
と
非
正

規
の
格
差
、
男
女
間
の
格

差
、
都
市
と
地
方
の
格
差

な
ど
を
是
正
し
、
す
べ
て

の
働
く
者
が
８
時
間
働
け

ば
、
人
間
ら
し
い
暮
ら
し

が
実
現
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
。

反
撃
し
ま
す
。

　

第
３
に
、
安
倍
９
条
改

憲
に
反
対
し
、
戦
争
す
る

国
づ
く
り
か
ら
の
転
換
、

平
和
で
核
兵
器
の
な
い
世

界
を
つ
く
る
春
闘
に
す
る

こ
と
で
す
。
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

３
０
０
０
万
人
署
名
を
成

功
さ
せ
る
た
め
、
職
場
か

ら
憲
法
を
語
る
人
を
つ
く

り
、
改
憲
策
動
と
戦
争
す

る
国
づ
く
り
を
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
る
闘
い
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

第
４
に
、
す
べ
て
の
加

盟
組
合
が
新
し
い
仲
間
を

迎
え
、
組
織
拡
大
で
前
進

す
る
春
闘
に
す
る
こ
と
で

す
。
職
場
で
労
働
組
合
が

見
え
る
職
場
活
動
を
強
化

す
る
、
新
規
採
用
者
の
歓

迎
や
未
加
入
者
へ
の
働
き

か
け
な
ど
で
す
べ
て
の
加

盟
組
合
で
組
合
員
を
増
や

す
こ
と
で
す
。

　

第
２
に
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
誤
り
で
、
日
本
経
済

が
深
刻
化
し
て
格
差
と
貧

困
が
広
が
り
、
地
域
経
済

の
疲
弊
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
暮
ら
し
と
地
域
経
済

を
守
る
課
題
で
地
域
を
基

礎
に
共
同
を
大
き
く
前
進

さ
せ
る
「
地
域
活
性
化
大

運
動
」を
強
化
す
る
こ
と
、

特
に
、「
全
国
最
賃
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
な
ど
の

社
会
的
賃
金
闘
争
の
強
化

が
重
要
で
す
。
安
倍
「
働

き
方
改
革
」
に
対
す
る
反

撃
を
強
め
て
、
職
場
か
ら

18春闘、こう闘う！18春闘、こう闘う！
春闘共闘事務局長に聞く春闘共闘事務局長に聞く

安
倍
「
働
き
方
改
革
」
は

安
倍
「
働
き
方
改
革
」
は

  

廃
案
し
か
な
い

廃
案
し
か
な
い

　

昨
年
、
総
が
か
り
で
取
り
組
ま
れ
た
福
岡
県
集
会
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
立
場
の
違
い
を
超
え
て
、
今
の
安
倍
政
治
を
許
さ
な
い
と
い
う
一
致
点

で
、
多
く
の
市
民
が
集
い
、
連
帯
を
深
め
る
集
会
で
す
。

　

働
く
仲
間
の
み
な
さ
ん
、
3
月
18
日
は
冷
泉
公
園
に
集
ま
ろ
う
！

3.18

い
の
ち

い
の
ち
とと
暮
ら
し

暮
ら
し
をを

守
る
福
岡
県
集
会

守
る
福
岡
県
集
会

博多駅前で行われている
「働きかた改革」反対宣伝行動

要請書の提出と懇談　福岡県町村会・町村議長会

道下事務局長

要請書の提出と懇談　福岡県労働政策課

　

３
月
14
日
を
回
答
指
定

日
と
し
て
、
団
体
交
渉
の

開
催
と
回
答
を
求
め
ま

す
。
翌
日
の
15
日
は
、
ス

ト
ラ
イ
キ
を
含
む
全
国
統

一
行
動
の
日
に
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
日
に
向

け
て
、
す
べ
て
の
組
合
で

の
要
求
討
議
と
要
求
書
の

提
出
、
団
結
を
固
め
る
職

場
で
の
取
り
組
み
を
重
視

し
ま
す
。
そ
の
後
の
引
き

続
く
、
粘
り
強
い
行
動
と

交
渉
も
大
切
で
す
。

　

３
月
18
日
の
日
曜
日
に

は
今
春
闘
の
決
起
の
場
で

あ
る
「
３
・
18
い
の
ち
と

暮
ら
し
を
守
る
福
岡
県
集

会
」
が
、
福
岡
市
博
多
区

の
冷
泉
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
多
く
の
組
合
員
と

家
族
の
み
な
さ
ん
の
参
加

を
訴
え
ま
す
。
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米
軍
の
増
強
は
ゆ
る
さ
な
い

米
軍
の
増
強
は
ゆ
る
さ
な
い

日本国憲法いまこそ生かそう日本国憲法いまこそ生かそういいいいネネ

第
13
回　

日
出
生
台
集
会

全労連新聞 2018 年1月号外より

今後の日程  3/1㈭第２回県春闘共闘幹事会  3/3㈯国際女性デー福岡集会  3/5㈪第11回生存権裁判  3/7㈬18春闘勝利中央行動  3/8㈭自治体学校地元実行委員会  3/9㈮3000万署名宣伝行動  3/12㈪いかんよ貧困宣伝行動、県労連４役会議　3/13㈫第10回年金削減裁判、重税反対統一行動・集会　3/15㈭人事院九州事務局要請行動

　今国会で審議されている裁量労働制、政府が根拠とする数
値データの異常が明るみとなり、野党は厳しく追及している。
　この裁量労働によって業務の際限ない拡大が懸念されてい
るが、私たちの労働組合活動も仕事として捉えれば、耳が痛

いと思う方もいるのではないだろうか。
　「組合活動は運動だから」現実はそう納得せざるを得ないところもあるが、
私の周りも夜遅くまで業務に追われ、疲弊している様子の人が多い。
　当の本人は自分がやらなければと責任感に囚われがちでついつい抱え込ん
でしまう。私もどちらかといえばそうである。しかし、１日8時間労働を目
指す身としては日々の中で実践することも大事。「健康で文化的な生活」の
実現と運動を引き継いでいくためにも、自らの業務の見直しは「魅力ある労
働組合」への第一歩だと、ふと考える。 （は）

■
日
時
／
２
０
１
８
年
１
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　

11
時
開
会

■
会
場
／
粟
野
運
動
公
園

著
者　

吉
野
源
三
郎　

文
庫
・
漫
画　
　

著
者　

吉
野
源
三
郎　

文
庫
・
漫
画　
　

　

戦
中
（
１
９
３
７
・
昭
和
12
年
）

に
書
か
れ
、
今
な
お
読
ま
れ
継
が

れ
る
歴
史
的
名
著
本
。
昨
年
漫
画

版
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
１
７
０
万

部
、
文
庫
本
と
し
て
40
万
部
売

れ
、
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
書
の
主
人
公
で
あ
る
コ
ペ
ル

君
は
友
人
た
ち
と
学
校
生
活
の
中

で
、
い
じ
め
や
貧
困
な
ど
様
々
な

出
来
事
を
経
験
と
観
察
し
、
話
を

聞
い
た
叔
父
さ
ん
が
コ
ペ
ル
君
に

書
い
た
ノ
ー
ト
と
い
う
形
に
な
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
「
も
の
の
見
方
」
や
社
会
の
「
構

造
」、「
関
係
性
」
と
い
っ
た
テ
ー

マ
が
語
ら
れ
て
お
り
、「
自
分
の

力
で
考
え
る
こ
と
が
重
要
」
と
考

え
さ
せ
ら
れ
今
で
も
充
分
通
用
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

日
中
戦
争
に
突
き
進
む
80
年
前
に
書

か
れ
た
本
だ
が
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
る
今
の
日
本
国
憲
法
の
危

機
と
よ
く
似
た
世
相
が
売
れ
て
い
る
原

因
か
も
知
れ
な
い
。
家
族
で
読
み
、
語

り
合
う
こ
と
も
お
勧
め
で
す
。

 

（
か
け
た
に　

は
じ
め
）　

この本
おすすめ

安倍9条改憲　ここが知りたい

　

主
催
者
と
し
て
大
分
県

労
連
議
長
の
挨
拶
が
行
わ

れ
、
情
勢
報
告
を
仁
比
聡

平
参
議
院
議
員
か
ら
国
会

情
勢
と
沖
縄
だ
け
で
は
な

く
、
岩
国
・
佐
世
保
・
新

田
原
な
ど
の
米
軍
や
自
衛

隊
の
組
織
、
兵
器
の
増
強

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
、

日
本
国
内
の
と
り
わ
け
西

日
本
地
域
で
オ
ス
プ
レ
イ

や
Ｆ
35
等
の
配
備
が
行
わ

れ
こ
れ
ま
で
に
な
い
増
強

が
行
わ
れ
て
、
玖
珠
駐
屯

地
に
水
際
作
戦
を
す
る
日

本
版
海
兵
隊
が
配
置
さ
れ

る
な
ど
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
九
州
各
県
か

ら
参
加
さ
れ
た
参
加
者
か

ら
連
隊
の
挨
拶
が
さ
れ
ま

し
た
。
福
岡
か
ら
は
福
岡

県
労
連
の
道
下
事
務
局
長

か
ら
福
岡
の
取
り
組
み
と

連
帯
の
挨
拶
が
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
集
会
決
議
を

参
加
者
で
採
択
し
本
集
会

を
閉
会
し
ま
し
た
。

君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か

君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か

後

集

記

編


